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来週 10月 16日（土）に中学校の学校行事で、全校生で作り上げる最も思い 

出に残る「結城祭」が行われます。今年も、新型コロナウイルス感染拡大の防止 

の観点から、ご家族の方のみの参観と制限させていただきました。ご来賓の方々 

や地域の方々の参観については、誠に残念ですがご遠慮して頂くこととなります 

ので、何卒ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 先週の金曜日から、結城祭に向けての準備が始まり、放課後に各係や各学年で 

一人一人が自分の役目に責任をもって取り組み、誰かに任せることなく主体的に 

活動をしています。今年度は、全校生 40人で「結城祭」に新たな歴史の１ペー 

ジを刻むよう一生懸命に取り組んでいます。 

テーマ『Be my story ～僕らが描く１ページ～』 

コロナ禍で、誰もが不安やストレスを感じる世の中になってしまい、思い通 

りにいかない日々が続いています。しかし、この結城祭がそんな人たちに 

とって、「楽しい」「来てよかった」と思ってもらえるような思い出の 1ペー 

ジになるような時間になってほしいという思いを込めてテーマを決めました。 

そんな時間を結城祭という舞台で、全校生で描きます。【実行委員長より】 

 

右のデッサンが、斎藤海咲さん（３年）が描いた結城祭のポスターです。海咲さんがポスターに込めた思いは

「イラストの中に今年の結城祭のテーマを透視できるように帯状に入れました。二人のキャラクターを男女にす

ることで、全校生で協力して文化祭を成功させたいという思いを込めて描きました。細部に目をやると“YUKI

（結城）”の文字が隠れていたり、テーマに“描く”という字が入っているため、イラストの中に“筆”を描い

てみたりしました。是非、ポスターやプログラムの表紙でこれらを探してみてください。」とのことです。 

○1学年：4つの物語をパロディーにしたオリジナル劇とふくしまの名産を活用したスイーツ作りに挑戦した総
合学習の発表について、からだをはった劇と映像を駆使して表現します。 

○2学年：「となりのトトロ」のパロディー版「あしたのトトロ」のオリジナル劇で、トトロの後継者を決める
ための、体育館全体を使用し、劇あり、ゲームありの 5人？によるエンターテイメントです。 

○3学年：生徒自身の脚本による「ロミオとジュリエット」を基にしたオリジナル劇で、18 人のキャストによ
る、劇あり、踊りあり、コントありの楽しいステージです。乞うご期待ください。 

全校生で作り上げ、最高の思い出と最高の感動を味わえる、唯一無二の「結城祭」になることを願っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8月 28日（土）に行われました今回の数学検定の取得者は次の通りです。 

〇『３級〔中学卒業〕』：小松直輝さん（2 年）飯田真尋さん 遠藤紅葉さん 

 斎藤海咲さん 鈴木惺梛さん 富岡奈々さん 芳賀海斗さん 

松﨑結梛さん（3 年）※3 年生は、これまでに 6 名が取得 

〇『４級〔中学２年〕』：鈴木優斗さん（2 年） 

 検定は高校入試の調査書に取得資格として記載され、合否の参考資料にされます。 

確かな学力を定着させるとともに、キャリアに生かせる学びを推進しています。 

【演技の打合せをする 3年生】 【小道具を作る 2年生】 【踊りの練習をする 1年生】 

【合格した松﨑結梛さん】 

【斎藤海咲さん作のポスター】 


